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いちよし・グローバル好配当戦略ファンド

(年6回決算型)

愛称：ミズナラ （追加型投信/内外/資産複合）

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

「いちよし・グローバル好配当戦略ファンド(年6回決算型)」は、2024年6月26日に運用を開始いたしました。
6月末時点のポートフォリオ状況について、以下の通りお知らせいたします。

「ミズナラ」は、皆さまの中長期的な資産の成長と安定収益の獲得をお手伝いできるよう、値上がり益の獲得と
配当収益の確保を目指した運用を行って参ります。

今後とも引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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当ファンド 3.3％

世界不動産関連 3.4%

世界株式 3.0%

日本株式 3.1%

*「ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド
(JPY Sクラス－四半期配当 ヘッジなし）」

**「ウエリントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド
（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし）」

***「いちよし日本好配当株ファンド（適格機関投資家専用）」

※各比率は当ファンドの純資産総額比です。
※短期金融資産等は追加設定の影響等により、組入比率が
マイナスとなる場合があります。

2024年6月末時点のポートフォリオ状況について

資産 比率

世界不動産関連* 47.3%

世界株式** 32.0%

日本株式*** 24.5%

短期金融資産等 -3.8%

基準価額・純資産総額 資産別構成

基準価額 １０，０００円

純資産総額 57.12億円

※当ファンドの配当利回りは、各投資証券の２０２４年6月末時点の実績配当利回りを投資比率（純資産総額比）で加重平均したも
のです。

※配当利回りはファンドの分配金利回りと異なります。
出所：LSEG、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー、いちよしアセットマネジメントの情報を基に

東京海上アセットマネジメント作成

※基準価額は信託報酬控除後、１万口当たりです。

配当利回り
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種別 比率

不動産投資信託（REIT） 73.8%

不動産関連株式 25.2%

短期金融資産等 1.0%

不動産投資信託（REIT）

業種 比率

専門REIT 16.5％

店舗用REIT 14.5％

住宅用REIT 13.3％

工業用REIT 9.7％

ヘルスケアREIT 8.1％

不動産関連株式

業種 比率

不動産管理・開発 17.1％

ホテル・レストラン・レジャー 2.6％

家庭用耐久財 2.5％

コングロマリット 1.4％

建設・土木 0.7％

世界不動産関連のポートフォリオ状況
※以下は、「ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド(JPY Sクラス－四半期配当 ヘッジなし）」の情報です。
※比率は、純資産総額に占める割合です。※四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。
※業種は、GICS（世界産業分類基準）産業分類に基づきます。

国・地域別構成比率

米国

63.4％日本

10.5％

英国 6.1％

オーストラリア 3.9％

フランス 3.1％

香港 2.1％

スウェーデン 1.9％

ドイツ 1.9％

オランダ 1.5％ シンガポール 1.4％

その他 3.2％

短期金融資産等 1.0％

出所：ブルームバーグ、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーからの情報を基に東京海上アセットマネジメント作成

（２０２４年6月末時点）

業種別構成比率（上位5業種）

資産別構成比率

※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。
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※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。

（組入銘柄数：６０銘柄）

組入上位10銘柄

銘柄名
国・地域
業種

比率 概要

1 エクイニクス

米国

5.6%
データセンター特化型REIT。クラウドサービスやモ
バイルサービスなどを提供するIT関連企業などに
データセンターを提供する。専門REIT

2 プロロジス

米国

5.2%
産業用不動産の保有、運営、開発会社。北･中南米、
欧州、アジアで事業を行う。顧客は、製造業、小売業、
輸送業、請負物流業およびその他企業。工業用REIT

3 ウェルタワー

米国

5.1%
高齢者向け住宅運営会社、急性期後医療提供会社、
および医療システムに投資する。米国、カナダ、英国
で事業を展開。ヘルスケアREIT

4
アバロンベイ・
コミュニティーズ

米国

4.7%
米国で集合住宅物件の開発・再開発・買収・保有・運
営を手掛ける。

住宅用REIT

5 三井不動産

日本

3.8%
オフィスビルや住宅などの賃貸および分譲、工事、仲
介、販売、管理を行うほか、ホテル、ショッピングセン
ターなどの商業施設の運営なども手掛ける。不動産管理・開発

6
サイモン・プロパティー・
グループ

米国

3.6%
ショッピングセンター、アウトレットセンター、コミュニ
ティーセンター、国際的不動産物件などを所有、開発、
管理する。米国インディアナ州に本拠を置く。店舗用REIT

7
エセックス・
プロパティー・トラスト

米国

3.2%
集合住宅の買収・開発・管理に特化したREIT。
米国カリフォルニア州およびワシントン州で、住宅・
商業用物件の持ち分権を保有する。住宅用REIT

8 クレピエール

フランス

2.7%
ショッピングセンターを保有・管理する。欧州で事業
を展開。

店舗用REIT

9
エクストラ・スペース・
ストレージ

米国

2.5%
完全管理型セルフサービス方式貸し倉庫用の不動産
を所有、運営、買収 、開発、再開発する。米国で事業
を展開。専門REIT

10
アメリカン・ホームズ
４レント

米国

2.3%
賃貸用一戸建て住宅の取得、改修、賃貸、運営を手掛
ける。米国メリーランド州に本拠を置く。

住宅用REIT

※概要は当資料作成時点の情報であり、将来変更となる可能性があります。
※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、当ファンドへの将来の組入を示唆・保証するものではありません。

出所：ブルームバーグ、会社公表資料、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーからの情報を基に
東京海上アセットマネジメント作成
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米国 55.6％

英国 10.9％

日本 9.6％

フランス 6.3％

スイス 4.8％

台湾 2.0％

韓国 1.6％

オーストリア 1.5％

ドイツ 1.3％

香港 1.2％ その他 2.8％

短期金融資産等 2.5％
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金融

20.4％

ヘルスケア

15.2％

情報技術

14.4％

資本財・サービス

10.4％

生活必需品

9.0％

一般消費財・

サービス

7.4％

エネルギー 6.1％

公益事業 6.0％

不動産 3.2％

コミュニケーション・サービス

3.0％

素材 2.4％

短期金融資産等 2.5％

世界株式のポートフォリオ状況

業種別構成比率

※以下は、「ウエリントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド（JPY Sクラス－四半期配当 ヘッジなし）」の情報です。
※比率は、純資産総額に占める割合です。※四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。
※業種は、GICS（世界産業分類基準）セクター分類に基づきます。

出所：ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーからの情報を基に東京海上アセットマネジメント作成

（２０２４年6月末時点）

国・地域別構成比率

※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。
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※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。

組入上位10銘柄

（組入銘柄数：78銘柄）

銘柄名
国・地域
業種

比率 概要

1 ノバルティス

スイス

2.4%
医薬品および消費者向けヘルスケア製品の製造に従
事。革新的な科学やデジタル技術を用いて、重要な
医療ニーズの分野で変革的治療薬を製造する。ヘルスケア

2 アストラゼネカ

英国

2.4%

子会社を通じて、医薬・医療製品の研究、製造、販売
を手掛ける。消化器系、腫瘍、循環器系、呼吸器系、
中枢神経系、疼痛管理、麻酔、感染症の8分野におい
て事業を展開。ヘルスケア

3
ジョンソン・エンド・
ジョンソン

米国

2.3%
ヘルスケア製品メーカー。医薬品、診断機器、手術用
機器などの開発・製造・販売を行う。世界各地で事業
を展開。ヘルスケア

4 トタルエナジーズ

フランス

2.2%
エネルギー会社。原油、天然ガス、および低炭素電力
を生産、輸送、供給するほか、石油化学製品を精製す
る。世界各地でガソリンスタンドを保有、運営。エネルギー

5 アクセンチュア

米国

2.1%
グローバルに事業を展開するコンサルティングサー
ビス会社。経営・技術に関するコンサルティングサー
ビスおよびソリューションを提供。情報技術

6 シスコシステムズ

米国

2.1%

グローバルに事業を展開するネットワーク機器メー
カー。企業向けのネットワークセキュリティー、ソフト
ウエア開発、データコラボレーション、クラウドコン
ピューティング、その他関連サービスを手掛ける。情報技術

7 チャブ

米国

2.0%
損害保険会社。多岐にわたる顧客に商業・個人損害
保険、個人傷害保険、補完的医療保険、再保険、生命
保険などを提供する。金融

8 デューク・エナジー

米国

2.0%
エネルギー会社。主に米国南東部や中西部で発電、
送配電事業を展開する。

公益事業

9
台湾積体電路製造
(TSMC）

台湾

2.0%
台湾の半導体メーカー。同社の集積回路（IC）はコン
ピューター、通信機器、消費者向け電子製品、自動車、
工業機器の各産業で使用される。情報技術

10 ユニリーバ

英国

2.0%
消費財、食品、洗剤、香料、美容、家庭、およびパーソ
ナルケア製品を提供する。世界各地で事業を展開。

生活必需品

※概要は当資料作成時点の情報であり、将来変更となる可能性があります。
※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。また、当ファンドへの将来の組入を示唆・保証するものではありません。

出所：ブルームバーグ、会社公表資料、ウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピーからの情報を基に
東京海上アセットマネジメント作成
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銘柄名 業種 比率

1
第一生命
ホールディングス

保険業 3.3%

2 大和ハウス工業 建設業 3.１%

3 三井化学 化学 3.0%

4 オリックス その他金融業 2.8%

5 クラレ 化学 2.7%

6 日本電信電話 情報・通信業 2.7%

7 三菱瓦斯化学 化学 2.7%

8 住友電気工業 非鉄金属 2.6%

9 ヒューリック 不動産業 2.6%

10 ＤＭＧ森精機 機械 2.5%

※上記は、マザーファンドの保有株式時価に占める割合です。

日本株式のポートフォリオ状況
※以下は、「いちよし日本好配当株ファンド(適格機関投資家専用）」が組み入れている「日本好配当株マザーファンド」の情報です。
※業種は東証33業種分類に基づきます。

※比率は、マザーファンドの純資産総額に占める割合です。
※上記は個別銘柄への投資を推奨するものではありません。
また、当ファンドへの将来の組入を示唆・保証するものでは
ありません。

※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。

（組入銘柄数：６0銘柄）

業種別構成比率 組入上位10銘柄

出所：いちよしアセットマネジメントからの情報を基に東京海上アセットマネジメント作成

（２０２４年6月末時点）

化学

14.3%

機械

11.3%

建設業

10.7%

情報・通信業

8.4%輸送用機器

8.1%

不動産業

7.8%

保険業

6.1%

卸売業

5.3%

小売業

5.2%

サービス業

4.5%

その他

18.5%
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※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

基準価額の変動要因

 投資する有価証券等の値動きにより基準価額は変動します。したがって、投資元本は保証されて
いるものではなく、投資元本を割り込むことがあります。

 運用による損益は、全て投資者に帰属します。
 投資信託は預貯金や保険と異なります。
 ファンドへの投資には主に以下のリスクが想定されます。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。
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ファンドの主なリスク
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※お申込みメモの内容は、作成日時点のものであり、変更になることがありますのでご留意ください。
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※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。お申込みメモ
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※詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。ファンドの費用

※実績報酬の詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）等をご覧くださ
い。
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一般的な留意事項

 当資料は、東京海上アセットマネジメントが作成した販売用資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではあ

りません。お申込みに当たっては必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧の上、ご自身でご判断ください。投

資信託説明書（交付目論見書）は販売会社までご請求ください。

 当資料の内容は作成日時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

 当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではあ

りません。当資料に掲載された図表等の内容は、将来の運用成果や市場環境の変動等を示唆・保証するものでは

ありません。

 投資信託は、値動きのある証券等（外貨建資産に投資する場合には、この他に為替変動リスクもあります）に投資

しますので、基準価額は変動します。したがって、元本が保証されているものではありません。

 投資信託は金融機関の預金とは異なり元本が保証されているものではありません。委託会社の運用指図によっ

て信託財産に生じた利益および損失は、全て投資家に帰属します。

 投資信託は、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

 投資信託は、預金および保険契約ではありません。また、預金保険や保険契約者保護機構の対象ではありません。

 登録金融機関から購入した投資信託は投資者保護基金の補償対象ではありません。
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■ お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は ■ 設定・運用は


